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       家庭科当日資料 

 

令和７年７月２3日（水） 

授業公開 13:30～14:15 

研究会   14:30～15:40 

場所     家庭科室 

          家庭科部  川浪 貴保 
 

令和７年度 

佐賀大学教育学部附属小学校 

研究発表会 
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児童にとって自分で課題を設定して、その課題を解決していくことを目指す学習のスタイルは

経験が少なかった。そこで、手縫いの題材ではまず課題を設定することの経験を積ませていくこと

を意識した。どのように課題を設定するとよいのかを学習した。例えば、なみ縫いや返し縫いなど

の学習を行った際には、まずは縫い方を学んだ後に試し縫いを行った。その後、教師が縫った見

本を提示し、児童は見本と自分の試し縫いを比較しながら、見本に近付けるための自分の課

題を発見し、課題設定を行った。 

 

 

 

 

 

 

  

次に、課題を調整しながら学習に取り組むという経験を積むことにした。課題設定に比べ、課

題を調整するということは、児童にとって初めての経験ということもあり、とても難易度の高いもの

であった。そこで、前題材では、見直しの時間を一律でとることにした。多くの児童の見直しの視

点としては、「課題がどれだけ解決しているか」「(解決ができていた場合)残りの時間でさらにどの

ようなことを解決できるか」「(解決が難しい場合)この時間でどこまで解決を目指すか」という視

点で見直しを行っていた児童が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

「前題材(手縫い)の学習において、課題を設定する・調整する経験を積む」段階 
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上記は、ランチョンマットの製作計画及び見直しをした際のワークシートである。この児童は、最

初は「間違えずに進められるようにとてもいい製作計画を立てよう」を課題として設定していた。し

かし、授業の途中で自分が工夫したいポイントを見直して、「丈夫さ」が大事だということに気付

いた。そこで、残りの時間でランチョンマットを丈夫に仕上げるための課題が必要だと考え、「丈夫

になるような製作計画を立てよう」という課題を再設定した。その際に教師が作ったランチョンマッ

トの見本を見て、縫い終わりの部分が 1mm超えてから返し縫いをすることが丈夫に仕上げる

コツであることを発見し、製作計画に追記していた。そして、下図が製作計画を見直した際に立

てた際の課題である。児童は、はじめに前時の計画で意識した丈夫さを再度確認しながら製作

計画を見直すことにした。そして、授業の途中で実際に考えた縫い方で、丈夫に縫えるか試して

確かめることにしていた。 

 

課題を見直す様子（ランチョンマットの製作計画） 

課題を見直し、再調整して課題解決に取り組む様子 
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ランチョンマットの製作を通して、

「ミシンの安全な使い方」「直線縫

い」「返し縫い」「方向の変え方」 

「三つ折り」などの基本的な縫い

方の知識・基礎的技能を習得し

た後、生活を豊かにする布製品作

りに取り組むようにした。本題材に

おいて身につけるべき知識・技能を

明確にするために指導表を作成

し、用いた（左表）。また、完成

したランチョンマットを観察したり、実

際に給食で使用したりして製作や

出来栄えを振り返った。今回は、

「きれい・丈夫・ぴったり（使う場所

や入れたい物）」がキーワードだっ

たため、その視点で振り返るように

し、それぞれのキーワードの製作の

工夫を全体でまとめた（下図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 本題材で身に付ける資質・能力 

ミシン縫いのおける基礎的・基本的な知識・技能を習得する段階 
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布製品作りに取り組む前に、「生活を豊かにする」とはどういうことかについて再考した。一度、

手縫いの小物作りの際に考えていたが追加・修正した方がよいものはないか全体で検討した。

小物作りを行なった際に、様々な視点で製作をしていた児童が多かったので、そのままの視点で

いきたいという声が多く、視点は変更せずに使用することにした。しかし児童によっては、図のよう

に自分で必要な視点を絞っていた児童もいた。 

 

前時の児童の作品計画 

  

 

【生活を豊かにする】視点を考える様子・前時までの製作計画 

児童は、前時に立てた製作計画の見直しを行います。見本を作りながら、自分の課

題を調整し、学び進める中で、家庭生活や学校生活を豊かにするための製作の工夫

を考える児童の姿をご覧ください。 

 


